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東
京
駅
は
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
辰
野
金
吾
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
、
一
九
一
四
年
に
竣
工
し
た
。
先
の
大
戦
で
被
災
し
た
た
め
、
再
建
に
当
っ
て
軒
高
を
低
く
し
、
屋
根
を
簡
略
化
し
た
形
で
の
改
修
工
事
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
60有
余
年
を
経
た
二
〇
一
二
年
十
月
、
工
期
5年
半
を
か
け
た
復
原
改
修
工
事
に
よ
り
、
創
建
時
の
姿
に
戻
さ
れ
た
。
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
か
ら
翌
一
五
年
三
月
ま
で
、
「
東
京
駅
一
〇
〇
年
の
記
憶
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。
同
展
覧
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
東
京
駅
の
空
間
構
造
を
立
体
化
し
た
模
型
が
展
示
の
一
角
を
飾
っ
て
い
た
。
東
京
駅
の
関
連
本
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
く
、
一
つ
の
建
物
と
し
て
の
研
究
の
蓄
積
は
他
を
圧
倒
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
同
駅
を
最
初
に
設
計
し
た
ド
イ
ツ
人
鉄
道
技
師
の
フ
ラ
ン
ツ
バ
ル
ツ
ァ
ー
に
関
す
る
次
の
書
籍
は
、
東
京
駅
研
究
に
大
い
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
東
京
駅
誕
生
お
雇
い
外
国
人
バ
ル
ツ
ァ
ー
の
論
文
発
見
』
（
島
秀
雄
編
、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
〇
）
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
著
者
が
専
門
と
す
る
建
築
計
画
上
の
新
た
な
視
点
か
ら
と
ら
え
直
し
て
い
て
、
内
容
的
に
は
東
京
駅
開
発
百
年
史
と
言
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
本
書
は
7章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
1章
で
は
、
読
者
に
い
き
な
り
「
×
一
ト
Ｕ
川
田
十
」（
バ
ツ
イ
チ
と
い
う
か
わ
だ
じ
ゅ
う
）
と
い
う
判
じ
物
で
、
東
京
駅
の
空
間
構
造
を
記
憶
さ
せ
る
。
「
川
田
十
」
の
「
川
」
は
、
平
行
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
群
を
川
の
流
れ
に
見
立
て
た
も
の
で
、
「
田
」
は
、
駅
構
内
の
東
西
の
3つ
の
通
路
と
、
南
北
に
あ
る
3本
の
連
絡
通
路
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
十
」
は
、
地
下
1
階
の
連
絡
通
路
と
な
る
。
「
×
一
ト
Ｕ
」
の
「
×
」
は
、
丸
ノ
内
線
と
横
須
賀

総
武
快
速
線
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
立
体
交
差
を
し
て
×
字
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
「
一
」
は
北
自
由
通
路
を
、「
ト
」
は
Ｔ
字
型
を
し
た
八
重
洲
地
下
街
を
、「
Ｕ
」
は
京
葉
線
の
東
西
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
両
端
に
連
絡
通
路
が
付
い
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
、
「
川
田
十
」
を
核
に
し
て
、
そ
の
周
り
を
「
×
一
ト
Ｕ
」
が
取
り
囲
む
。
こ
れ
ら
東
京
駅
の
7つ
の
構
成
要
素
が
造
ら
れ
た
歴
史
的
な
経
緯
は
、
と
く
に
5章
と
6章
で
丁
寧
に
解
き
明
か
さ
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
東
京
駅
舎
自
体
を
詳
述
し
た
4章
か
ら
始
め
て
も
本
書
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
著
者
は
東
京
駅
が
登
場
す
る
以
前
の
敷
地
周
辺
の
歴
史
的
変
遷
に
2章
と
3章
を
充
て
る
。
2章
で
は
、
東
京
駅
周
辺
の
土
地
は
江
戸
時
代
の
埋
め
立
て
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
土
地
に
大
名
屋
敷
が
四
角
の
碁
盤
の
目
（
グ
リ
ッ
ド
）
を
な
す
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
こ
に
、
後
の
東
京
駅
の
川
田
十
の
持
つ
同
様
の
グ
リ
ッ
ド
状
の
空
間
構
造
を
見
て
取
る
。
続
く
3章
で
は
、
一
八
七
二
年
の
新
橋
横
浜
間
の
鉄
道
開
通
か
ら
は
じ
め
、
東
京
駅
が
出
来
る
ま
で
の
前
史
を
、
バ
ル
ツ
ァ
ー
の
東
京
駅
計
画
案
に
も
触
れ
な
が
ら
ま
と
め
る
。
同
時
に
、
明
治
政
府
が
三
菱
に
払
い
下
げ
た
現
在
の
丸
の
内
の
土
地
が
グ
リ
ッ
ド
状
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
に
並
行
し
て
新
橋
駅
か
ら
1本
の
瓦
造
の
高
架
線
が
走
り
、
後
の
「
川
田
十
」
の
軸
線
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。
つ
ま
り
、
2章
と
3章
で
、
「
川
田
十
」
が
東
京
駅
以
前
の
こ
の
土
地
特
有
の
歴
史
を
背
景
に
し
て
生
ま
れ
た
必
然
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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堀
内
正
昭
『
東
京
駅
「
100年
の
ナ
ゾ
」
を
歩
く
図
で
愉
し
む
「
迷
宮
」
の
魅
力
』
田
村
圭
介
著
4章
で
は
、
「
川
田
十
」
を
は
じ
め
と
す
る
判
じ
物
は
脇
に
置
い
て
、
赤
瓦
駅
舎
そ
の
も
の
の
様
式
な
ら
び
に
意
匠
の
特
徴
を
ま
と
め
る
。
同
駅
舎
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
と
古
典
様
式
が
混
在
し
、
そ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
の
ク
イ
ー
ン

ア
ン
様
式
が
加
味
さ
れ
た
。
そ
の
賑
や
か
で
起
伏
に
富
ん
だ
形
態
は
「
辰
野
式
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
5章
は
、
本
書
の
骨
子
と
言
え
る
と
こ
ろ
で
、
全
頁
数
の
三
分
の
一
を
占
め
る
。
東
京
駅
の
実
質
的
機
能
で
あ
る
地
上
と
地
下
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
群
に
連
絡
通
路
を
加
え
て
、「
×
一
ト
Ｕ
川
田
十
」
の
す
べ
て
を
解
き
明
か
す
。
詳
し
く
は
本
書
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
×
一
ト
Ｕ
」
に
つ
い
て
誕
生
順
に
紹
介
す
る
。
ま
ず
登
場
す
る
の
が
「
一
」
で
、
こ
の
丸
の
内
と
八
重
洲
側
と
の
北
側
通
路
は
、
一
九
五
三
年
に
1本
目
が
一
九
五
九
年
に
2本
目
が
造
ら
れ
た
。
「
×
」
に
つ
い
て
は
、
左
上
か
ら
右
下
に
行
く
線
が
一
九
五
六
年
に
開
業
し
た
丸
ノ
内
線
、
も
う
1本
が
一
九
七
二
年
（
～
八
〇
年
）
に
開
業
し
た
総
武
快
速
線
横
須
賀
線
で
、
後
者
は
丸
ノ
内
線
の
さ
ら
に
下
、
地
下
5階
の
レ
ベ
ル
を
走
る
。
次
に
「
ト
」
は
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
た
東
海
道
新
幹
線
の
開
業
を
契
機
と
し
た
。
そ
の
際
八
重
洲
側
の
地
上
部
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
増
設
と
と
も
に
、
そ
の
開
発
は
地
下
に
及
び
、
翌
一
九
六
五
年
八
重
洲
地
下
街
が
誕
生
し
た
。
最
後
の
「
Ｕ
」
の
字
の
底
辺
は
、
一
九
九
〇
年
開
業
の
京
葉
線
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、「
川
田
十
」
と
結
ぶ
た
め
、
Ｕ
と
な
っ
た
。
こ
の
章
で
は
、
戦
災
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
不
動
の
東
京
駅
に
対
し
て
、
八
重
洲
側
駅
舎
の
変
貌
の
激
し
さ
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
6章
で
は
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
駅
舎
を
取
り
壊
し
て
高
層
の
新
駅
舎
に
す
る
構
想
の
あ
っ
た
こ
と
、
三
菱
地
所
に
よ
る
、
旧
駅
舎
を
残
し
つ
つ
そ
の
周
り
に
高
層
ビ
ル
群
を
建
設
す
る
「
丸
の
内
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
（
一
九
八
八
年
）
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
現
在
、
八
重
洲
口
に
そ
び
え
る
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
誕
生
秘
話
が
明
か
さ
れ
る
。
二
〇
〇
四
年
、
丸
の
内
は
大
手
町
と
有
楽
町
を
含
め
て
、
特
例
容
積
率
適
用
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
指
定
に
よ
り
、
東
京
駅
が
高
層
化
し
た
と
仮
定
し
た
と
き
に
持
つ
こ
と
の
で
き
る
容
積
を
同
地
区
の
他
の
建
物
に
転
売
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
東
京
駅
復
原
改
修
工
事
費
を
捻
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
容
積
率
の
割
り
増
し
を
受
け
た
形
で
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
終
章
で
は
、
東
京
駅
を
時
代
別
に
断
面
図
で
示
し
て
立
体
的
な
変
遷
を
追
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
東
京
駅
の
迷
宮
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
登
場
し
た
判
じ
物
は
、
同
駅
の
持
つ
複
雑
な
空
間
構
造
を
把
握
す
る
強
固
な
記
号
と
な
っ
て
読
者
の
脳
裏
に
焼
き
付
く
の
で
あ
る
。
本
書
を
読
み
終
え
た
と
き
、
か
つ
て
著
者
が
、
建
築
史
家
Ｃ
ノ
ル
ベ
ル
ク
＝
シ
ュ
ル
ツ
の
『
ゲ
ニ
ウ
ス
ロ
キ
建
築
の
現
象
学
を
め
ざ
し
て
』
（
一
九
八
〇
年
）
を
探
し
て
い
た
こ
と
、
一
度
読
ん
で
み
た
い
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
す
で
に
お
読
み
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ゲ
ニ
ウ
ス
ロ
キ
は
地
霊
と
訳
さ
れ
、
そ
の
土
地
と
結
び
つ
い
た
、
時
を
経
て
も
永
続
す
る
特
有
の
歴
史
と
記
憶
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
本
書
で
は
こ
の
言
葉
は
一
度
も
出
て
こ
な
い
が
、
東
京
駅
を
「
×
一
ト
Ｕ
川
田
十
」
で
図
式
化
し
、
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
誕
生
を
歴
史
的
に
追
跡
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
東
京
駅
の
空
間
構
造
を
こ
の
土
地
特
有
の
歴
史
の
集
積
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ゲ
ニ
ウ
ス
ロ
キ
に
立
脚
し
た
産
物
で
あ
る
。
最
後
に
、
筆
者
が
気
づ
い
た
誤
記
に
つ
い
て
触
れ
る
。
本
書
76頁
の
「
紀
元
前
4世
紀
」
は
「
紀
元
後
4世
紀
」
と
す
べ
き
で
あ
り
、
78頁
の
「
3段
」
は
正
確
に
は
「
4
段
」
、
52頁
の
「
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
計
画
に
携
わ
っ
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ベ
ッ
ク
マ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
「
都
市
計
画
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
（
実
務
と
し
て
の
業
績
は
な
い
た
め
）」
と
い
う
よ
う
な
書
き
方
が
望
ま
し
い
。
（
ほ
り
う
ち
ま
さ
あ
き
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
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